
背景
多様性の⾼い就労現場では、「曖昧な⾔動が伝わらないこと」などのコミュニ
ケーション上の問題があるといわれています。会議中の業務指⽰を曖昧に表現
することによる会話の⾏き違いは、時として⼤きなトラブルに発展します。

成果の概要
曖昧な表現を検出することで話者の気づきを促し、さらに聞く⼈に伝わりやす
い明確な表現の候補を提⽰することで、曖昧な表現を使わないよう配慮するこ
とを⽀援するシステムです。曖昧な表現によるコミュニケーションのすれ違い
を減らすことで、業務の円滑な遂⾏に貢献します。

技術のポイント
曖昧表現検知技術による発話者の曖昧な発⾔の気づきの向上

曖昧表現の具体的な置き換え表現提⽰により発⾔者⾃⾝の曖昧表現訂正の⽀援

就労現場での継続的会議利⽤と曖昧表現辞書へフィードバックによるシステムブラッシュアップ

この研究がもたらす未来
”曖昧表現検知技術”に加えて、オフィスコミュニケーション共感ナビのプロジェクトではさまざまなコミュニケーショ
ンのすれ違いを減らす技術に取り組み、会議満⾜度の向上をめざします。

出展企業
⽇本電信電話株式会社

問い合わせ先
rdforum-exhibition@ml.ntt.com

E50 会議における会話のすれ違いを減らすことで、ニューロダイバシティの考え⽅に基づく
オフィスをめざします
曖昧表現検知技術によるオフィスコミュニケーション
共感ナビ
脳や⾝体の情報で個を⽀えるテクノロジー
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